
       

 

1 

        

『
本
年
の
大
き
な
変
化
と 

来
年
へ
の
期
待
』 

 
 

副
会
長 

 
 

保
坂 

武
雄 

今
は
、
解
散
、
総
選
挙
真
最
中
と
思

い
ま
す
。
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
で
何

年
も
先
送
り
さ
れ
て
い
た
難
し
い
、
消

費
税
法
案
を
通
し
、一
票
の
格
差
是
正
、

議
員
定
数
削
減
、
議
員
歳
費
の
削
減
等

が
通
り
そ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
会
が

捻
れ
て
い
る
か
ら
と
見
ま
す
。
昔
の
自

民
党
で
も
、
３
年
前
大
浮
か
れ
の
民
主

党
で
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
捻

れ
は
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進

国
に
し
か
無
く
、
ロ
シ
ア
や
中
国
や
北

鮮
に
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。 

今
回
こ
そ
は
決
断
と
実
行
の
政
治

が
実
現
す
る
よ
う
、
よ
く
考
え
清
き
一

票
を
行
使
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

暗
く
元
気
の
な
い
世
の
中
に
明
る

い
話
題
も
有
り
ま
す
。
日
野
原
先
生
は

１
０
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
快
機
嫌
で 

  
 

     

す
。
私
の
元
同
僚
の
母
上
は
１
１
０
歳

に
な
ら
れ
、
元
気
に
人
形
作
り
の
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
を
し
、
息
子
へ
の
お
説
教
も

止
む
こ
と
は
な
い
と
言
い
ま
す
。
全
国

で
は
ト
ッ
プ
が
１
１
５
歳
で
、
彼
女
は

７
番
目
だ
そ
う
で
す
。
我
ら
が
秋
元
さ

ん
も
相
変
わ
ら
ず
お
元
気
で
、
や
す
ら

ぎ
、
役
員
会
、
そ
の
他
に
超
ご
多
忙
で

す
。 さ

て
、
今
年
の
健
生
会
に
は
二
つ
の

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
第
一

は
勿
論
、
創
始
者
で
あ
る
上
西
名
誉
会

長
の
ご
他
界
で
し
た
。
２
８
年
前
に
今

を
見
越
し
て
会
の
骨
格
を
作
り
、
長
期

間
ご
指
導
さ
れ
、
実
に
分
か
り
や
す
い

お
言
葉
で
方
針
を
残
し
、
５
年
前
に
は

現
体
制
を
敷
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
数
ヶ

月
間
、
名
誉
会
長
な
ら
何
と
言
わ
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
つ
つ
、
新
し
い
ス
テ
ッ

プ
の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。 

第
二
は
健
生
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
実

現
で
す
が
、
青
木
会
長
以
下
の
役
員
を 

中
心
に
、
全
会
員
が
力
を
発
揮
し
ま
し 

       

た
。
時
代
の
要
請
に
合
い
、
次
の
飛
躍 

に
大
き
な
弾
み
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

東
京
都
の
審
査
で
は
、
健
生
会
が
事

業
と
し
て
、
何
を
す
る
会
な
の
か
を
問

わ
れ
、
年
間
事
業
計
画
書
と
予
算
計
画

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ

ン
タ
ー
や
渡
邉
顧
問
の
ご
指
導
を
頂
き
、

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
に
来
て
頂

き
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

健
生
会
は
１
年
以
上
前
か
ら
新
し

い
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
の

お
ん
が
く
か
い
」
の
定
例
化
へ
の
足
が

か
り
を
つ
け
、
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
定
着
な
ど
も
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
馬
区
、
区
立
の

学
校
、社
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
ー
、

マ
チ
セ
ン
な
ど
と
の
協
力
関
係
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
健
康
連

絡
会
や
江
古
田
明
和
会
と
の
協
力
に
加

え
、
人
生
楽
々
大
学
や
元
気
に
百
才
ク

ラ
ブ
と
の
連
携
も
増
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。 

＊
本
来
の
方
針
と
し
て
全
会
員
の
活
動

を
も
っ
と
活
発
化
さ
せ
、
会
員
相
互
の

交
流
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
、健
康
例
会
、

新
年
会
、
歩
く
会
、
旅
行
会
な
ど
へ
の

参
加
率
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。
多
く
の

会
員
が
出
や
す
く
す
る
、
告
知
に
工
夫

を
す
る
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
と
す
る

な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
い
で
す
。 

＊
多
く
の
会
員
が
サ
ー
ク
ル
活
動
に
出

て
語
り
合
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

自
分
も
元
気
に
な
る
な
ど
で
す
、
休
会

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
、
教
え
教

わ
る
「
勉
強
会
」
と
し
て
再
出
発
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

＊
多
く
の
会
員
が
役
員
会
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
会
の
方
針
や
、
ニ
ュ
ー
ス
の

編
集
、
い
ろ
い
ろ
の
企
画
作
り
や
実
施

が
あ
り
、
一
人
一
人
の
得
意
技
を
発
揮

出
来
、
個
人
と
し
て
も
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
す
。 

＊
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
に
積
極
的
に
投
稿

す
る
こ
と
も
大
い
に
若
返
り
に
な
り
ま

す
。
丁
度
、
編
集
方
針
を
見
直
そ
う
と

打
ち
合
わ
せ
予
定
で
す
が
、
投
稿
者
が

一
部
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
、
全
会
員
の

意
見
が
反
映
す
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

＊
新
し
い
動
き
と
し
て
は
区
内
の
小
学

校
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
有
償
も
含
め

増
え
て
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

健
生
会 

二
―
ユ
ー
ス 

Ｎｏ.３３５ 
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◎
今
年
最
後
の
歩
こ
う
会 小

坂 
 

茜 

 

十
一
月
十
日
（
土
）
晴
れ 

 

七
時
に
リ
ー
ダ
ー
の
Ｔ
氏
が
、
ご
家

庭
の
事
情
で
参
加
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
を
青
木
会
長
が
報
告
に
見
え
て
、
説

明
さ
れ
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、
私
と

健
脚
の
小
松
さ
ん
の
二
人
（
！
）
そ
こ

で
、
二
人
で
コ
ー
ス
を
相
談
し
て
変
更

し
、
練
馬
駅
を
出
発
。 

 

練
馬
駅
真
北
の
マ
ロ
ニ
エ
通
り
を
北

上
し
、
練
馬
総
合
運
動
場
の
紅
葉
し
た

イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
見
な
が
ら
、
石
神
井

川
沿
い
を
一
路
城
北
中
央
公
園
へ
。
途

中
に
あ
る
堰
婆
さ
ん
の
ク
ロ
マ
ツ
を
見

て
、
稲
荷
山
公
園
近
く
の
歩
こ
う
会
メ

ン
バ
ー
の
Ｔ
氏
宅
を
早
朝
訪
問
。 

城
北
中
央
公
園
東
側
の
茂
呂
遺
跡

（
東
京
都
指
定
）
は
昭
和
二
十
六
年
に

発
見
さ
れ「
茂
呂
形
ナ
イ
フ
石
器
」が
、

日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
を
解
明
し
た

記
念
す
べ
き
遺
跡
だ
と
の
こ
と
。
さ
ら

に
公
園
内
の
栗
原
遺
跡
の
竪
穴
住
居
を

見
て
、
奈
良
時
代
の
農
民
の
生
活
に
思

い
を
馳
せ
、
こ
の
辺
り
が
歴
史
的
に
重

要
な
地
域
だ
っ
た
と
再
認
識
し
た
。 

 

土
曜
日
な
の
で
、
公
園
を
ジ
ョ
ギ
ン

グ
し
た
り
犬
を
連
れ
て
散
歩
し
た
り
し

た
人
も
多
か
っ
た
。
自
然
い
っ
ぱ
い
の

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
中
で
三
匹
の
犬
が
楽
し

そ
う
に
思
い
っ
き
り
走
り
回
っ
て
い
た
。 

 

予
定
で
は
こ
こ
か
ら
北
町
商
店
街
に

向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、「
ま
ち

歩
き
観
光
マ
ッ
プ
」
を
見
て
、
伏
見
稲

荷
の
カ
ヤ
を
見
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な

り
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
金
乗
院
の

イ
チ
ョ
ウ
と
一
石
六
地
蔵
を
見
学
。
オ

オ
イ
チ
ョ
ウ
は
樹
の
高
さ
十
八
メ
ー
ト

ル
、」
幹
の
太
さ
五
メ
ー
ト
ル
で
、
練
馬

区
内
最
大
の
「
練
馬
の
名
木
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
凄
い
！ 

 
川
越
街
道
を
越
え
、
北
町
か
ら
光
が

丘
ま
で
続
く
車
の
通
ら
な
い
田
柄
川
緑

道
へ
。
ヒ
イ
ラ
ギ
や
ピ
ラ
カ
ン
サ
ス
の

赤
い
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
手
入

れ
で
美
し
く
咲
い
た
花
々
を
鑑
賞
し
な

が
ら
の
ん
び
り
散
策
。
こ
ん
な
に
長
い

緑
道
が
練
馬
に
も
あ
っ
た
の
か
と
驚
い

た
。
本
当
に
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
歩

け
て
最
高
だ
っ
た
。 

 

出
発
し
て
か
ら
光
が
丘
駅
ま
で
四
時

間
、
二
人
と
も
「
良
く
歩
い
た
ね
。」
と

自
分
た
ち
を
褒
め
あ
っ
て
、
大
江
戸
線

に
乗
車
。
練
馬
駅
で
十
一
貫
の
寿
司
ラ

ン
チ
を
ぺ
ろ
り
と
平
ら
げ
た
。
朝
出
発

し
て
五
時
間
、
史
跡
め
ぐ
り
（
？
）
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
歩
数
計
二
万
一
千
歩
！ 

●
歩
こ
う
会
は
来
月
か
ら
春
ま
で
お

休
み
し
ま
す
。 

 

Ｃ
・
モ
レ
ッ
ツ 

「
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
」
⑦ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
田 

健
治 

■
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｋ 

ル
リ 

１
３
歳
の
旅 

 

今
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
人
気
抜
群
の
天
才

女
優
ク
ロ
エ
・
グ
レ
ー
ス
・
モ
レ
ッ
ツ

の
単
独
主
演
作
。
荒
廃
し
た
農
村
地
帯

に
住
む
１
３
歳
の
ル
リ
は
映
画
鑑
賞
と

絵
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
女
の
子
。
あ

る
日
両
親
が
突
然
蒸
発
、
一
人
残
さ
れ

た
彼
女
は
憧
れ
の
地
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
向

け
旅
に
出
る
。
道
中
で
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
や
厳
し
い
現
実
に
傷
つ
き
な
が
ら
成

長
し
て
い
く
姿
を
綴
っ
た
青
春
ロ
ー
ド

ム
ー
ビ
ー
。 

１
３
歳
と
は
思
え
ぬ
怪
し
げ
な
魅

力
と
可
憐
さ
を
併
せ
持
つ
天
才
女
優
、

ベ
テ
ラ
ン
豪
華
俳
優
が
脇
を
固
め
る
。

音
楽
は
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
初
期
の
ナ

ン
バ
ー
が
映
画
に
彩
り
を
加
え
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
＝
田
舎
者
、
ウ
ブ
な
人
。 

ア
メ
リ
カ 

監
督 

デ
リ
ッ
ク
・
マ
ル

テ
イ
ー
ニ 

 

１
１
月
２
４
日
公
開 

★
★
★
★
☆ 

■
も
う
一
人
の
息
子 

 

兵
役
義
務
の
た
め
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
へ

の
入
隊
準
備
を
し
て
い
た
ヨ
セ
フ
は
自

分
の
両
親
の
実
の
子
で
は
な
く
出
生
時

に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
家
族
の
息
子
ヤ
ン
と

す
り
替
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ

の
驚
く
べ
き
事
実
が
二
つ
の
家
族
の
人

生
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

を
背
景
に
し
た
物
語
を
語
る
上
で
陥
り

が
ち
な
パ
タ
ー
ン
化
を
避
け
、
感
動
的

な
家
族
の
物
語
が
誕
生
し
た
。 

フ
ラ
ン
ス 

監
督
ロ
レ
ー
ム
・
レ
ヴ
イ 

こ
の
作
品
は
第
２
５
会
東
京
国
際

映
画
祭
で
桜
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。 

公
開 

来
春
予
定 

★
★
★
★
★ 

□
東
京
国
際
映
画
祭
の
事 

 

第
２
５
会
国
際
映
画
祭
が
１
０
月
２

０
日
か
ら
２
８
日
ま
で
六
本
木
ヒ
ル
ズ

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。カ
ン
ヌ
、

ベ
ル
リ
ン
、
ベ
ネ
チ
ア
に
並
ん
で
世
界

四
大
映
画
祭
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
世
界
９
１
の
国
か
ら
１
３
３

２
本
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
作
品
か
ら

高
品
質
な
映
画
を
選
び
映
画
の
力
で
平

和
な
世
界
と
明
る
い
未
来
を
切
り
開
く

こ
と
が
テ
ー
マ
、
官
民
あ
げ
て
の
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
選
抜
さ
れ
た
１
８
０
本

が
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ほ
か
の
映
画
館
に
て

公
開
さ
れ
ま
す
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
イ
に
は
映

画
界
の
み
な
ら
ず
政
界
経
済
界
か
ら
の

多
数
の
有
名
人
が
参
加
。
華
や
か
に
開
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催
さ
れ
ま
し
た
。 

映
画
は
心
の
栄
養
、
感
動
と
喜
び
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
、
皆
さ
ん
映

画
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

  
 

健
康
だ
よ
り 
第
一
八
九
号 

平
成
二
十
四
年
十
一
月 

世
界
遺
産
の
食
文
化 

（
第
七
弾
） 

 

長
寿
の
秘
訣
研
究
会 

松
島 

勇
次 

 

健
康
達
人
六
名
の
内
三
番
目 

③
天
下
を
取
っ
た
健
康
達
人
「
徳
川
家

康
」
徳
川
幕
府
の
創
設
者
。
征
夷
大
将

軍
で
武
芸
の
達
人
で
あ
り
、
剣
術
、
槍

術
、
弓
術
の
奥
義
を
き
わ
め
、
二
千
六

百
年
余
の
泰
平
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

三
代
目
標
は
長
生
き
、
天
下
取
り
、
子

づ
く
り
（
子
供
十
六
人
）
家
康
は
中
国

の
医
薬
書
「
本
草
網
目
」
を
研
究
し
、 

自
分
で
薬
を
調
合
す
る
ほ
ど
の
知
識
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

家
康
の
健
康
法
の
ひ
と
つ
に
鷹
狩
り

が
あ
り
、
こ
れ
は
民
衆
の
生
活
ぶ
り
を

つ
か
み
な
が
ら
と
て
も
良
い
運
動
に
な

り
ま
し
た
。
食
事
は
麦
飯
と
八
丁
味
噌

を
使
っ
た
味
噌
汁
を
好
ん
で
食
べ
、
養

生
に
熱
海
温
泉
（
静
岡
県
）
の
湯
治
、

能
、
茶
の
湯
、
囲
碁
、
将
棋
等
心
身
を

休
め
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
気
分
転
換

に
な
り
ま
し
た
。 

④
三
浦
敬
三 

一
九
〇
四
年
（
明
治
三

十
七
年
）
生
ま
れ
で
、
生
涯
現
役
の
プ

ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
だ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
化

学
番
組
の
身
体
や
運
動
能
力
を
医
学
的

に
調
べ
た
結
果
、
長
寿
の
秘
訣
が
食
事

と
運
動
と
生
き
が
い
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。 

  

日
々
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
片

足
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
舌
を
動
か
す
ア
カ
ッ

べ
ー
体
操
を
日
課
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
今
日
も
大
好
き
な
ス
キ
ー
が
出
来
、

明
日
ま
た
新
し
い
雪
山
に
登
る
、
そ
う

や
っ
て
私
は
生
き
て
い
ま
す
。」と
い
う

よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。 

⑤
小
泉
武
夫 
一
九
四
三
年
福
島
の
酒

造
家
生
ま
れ
で
、
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
、
農
学
博
士
、
専
門
は
発
酵
学
と

食
文
化
の
権
威
、
現
在
は
琉
球
大
学
、

鹿
児
島
大
学
、
広
島
大
学
で
発
酵
の
教

鞭
を
と
っ
て
い
ま
す
。
食
の
世
界
遺
産

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。 

又
、
食
に
命
を
か
け
る
会
の
名
誉
会

長
、
食
の
冒
険
家
で
世
界
の
発
酵
食
品

を
紹
介
し
た
り
、
本
を
多
数
発
行
し
て

い
て
発
酵
仮
面
と
い
う
あ
だ
な
を
持
っ

て
い
ま
す
。日
本
の
食
の
伝
承
者
で
す
。 

⑥
石
原
結
實 

一
九
四
八
年
長
崎
生
ま

れ
で
、
長
崎
大
学
医
学
部
卒
。
イ
シ
ハ

ラ
ッ
ク
院
長
、
医
学
博
士
。
ス
イ
ス
の

ベ
ン
ナ
ー
病
院
で
難
病
の
患
者
を
ニ
ン

ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
、
断
食
で
治
し
て
い
る

の
を
知
り
、
研
修
に
行
き
、
二
〇
年
前

伊
豆
に
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
施
設
を
作
り
、

三
万
人
以
上
が
体
験
し
、
健
康
を
回
復

し
、
好
評
で
、
石
原
東
京
都
知
事
、
上

智
大
学
名
誉
教
授
・
渡
部
昇
一
氏
な
ど

有
名
人
が
多
数
体
験
し
て
い
ま
す
。 

（
次
号
に
続
き
ま
す
） 

■
何
が
本
当
で
誰
が
正
し
い
の
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
・
Ｈ 

重
要
課
題
解
決
の
目
途
が
立
た
な

い
。
財
政
と
社
会
保
障
と
税
、
長
期
不

況
と
若
年
層
失
業
、
原
発
再
開
か
中
止

か
、
周
辺
国
と
の
領
土
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
な
ど
。
重
要
事
項
ほ
ど
議
論
が
長

引
き
、
結
論
に
至
ら
な
い
。
何
が
本
当

で
誰
が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
選
挙
だ
。
政
治
家
の
言
う
こ
と
は
よ

く
聞
く
べ
き
だ
が
、
選
挙
目
当
て
が
多

い
点
要
注
意
だ
。
長
期
展
望
と
未
来
志

向
、
そ
し
て
自
己
責
任
の
点
か
ら
私
見

を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
「
税
を
上
げ
る

の
は
厳
し
い
が
、
社
会
保
障
や
若
年
失

業
の
た
め
な
ら
致
し
方
な
い
」
と
。
だ

が
原
発
問
題
と
領
土
問
題
は
別
だ
。
最

も
複
雑
で
困
難
な
の
に
一
面
的
感
情
論

が
多
過
ぎ
、
異
な
る
視
座
が
要
る
。 

『
領
土
問
題
』
米
国
防
総
省
超
長
期
戦

略
の
責
任
者
で
軍
略
家
Ａ
・
マ
ー
シ
ャ

ル
氏
の
分
析
は
「
日
本
は
領
土
に
つ
い

て
、
譲
る
余
地
を
見
せ
な
い
。
同
時
に

こ
ち
ら
か
ら
は
一
切
、挑
発
も
せ
ず
に
、

中
国
に
対
応
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
墓
穴

を
掘
る
の
は
中
国
だ
、
中
国
は
内
部
が

も
ろ
く
な
る
と
、
対
外
的
に
は
強
硬
に

傾
い
て
い
く
の
だ
。」日
本
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
地
域
に
駐
留
し
、
イ
ラ
ク
や
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
戦
っ
て
も
い
る
米

軍
、
そ
の
９
２
歳
に
な
る
戦
略
家
だ
。

彼
は
１
９
７
３
年
に
ニ
ク
ソ
ン 

大
統

領
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
３
８
年
間
現

職
、
民
主
、
共
和
両
政
権
の
８
人
の
大

統
領
に
仕
え
て
い
る
。
実
に
納
得
の
い

く
示
唆
だ
。
日
本
政
府
は
正
に
そ
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
る
。
大
多
数
の
中
国

市
民
は
冷
静
だ
が
、
中
国
政
府
の
国
際

的
信
頼
は
大
き
く
傷
つ
い
た
。 

『
原
発
問
題
』
原
発
事
故
は
あ
ま
り
に

大
き
な
衝
撃
で
、
そ
の
復
興
は
余
り
に

緩
慢
で
あ
る
。
一
方
、
継
続
か
中
止
か

の
議
論
は
選
挙
の
テ
ー
マ
に
さ
れ
、
単

純
に
賛
否
の
み
で
白
熱
化
し
て
い
る
。

政
権
を
取
れ
る
可
能
性
の
な
い
党
は
即

時
中
止
を
声
高
に
言
う
が
選
挙
目
当
て

だ
。
政
権
の
取
れ
そ
う
な
党
の
右
傾
化

と
企
業
優
先
ぶ
り
は
目
を
被
い
た
い
。

も
う
新
規
開
発
は
無
い
だ
ろ
う
如
何
に

中
止
し
て
い
く
か
の
問
題
で
、
そ
れ
に

は
こ
れ
ま
で
の
開
発
に
要
し
た
人
材
、
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技
術
、費
用
に
倍
す
る
も
の
が
必
要
だ
。 

 
 

そ
れ
に
よ
る
温
暖
化
は
一
層
進
む

だ
ろ
う
。
オ
ゾ
ン
・
ホ
ー
ル
拡
大
に
よ

る
子
供
達
へ
の
紫
外
線
問
題
も
、東
北
、

ス
マ
ト
ラ
、
四
川
省
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
巨
大
洪
水

も
温
暖
化
の
影
響
と
無
関
係
で
は
な
い
。 

今
こ
そ
冷
静
か
つ
長
期
展
望
の
視
座
で

原
発
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。 

 

■
や
す
ら
ぎ
会
・
一
泊
旅
行 

秋
元 

婦
み
子 

 

十
一
月
十
二
日
十
三
日
で
や
す
ら
ぎ

会
の
メ
ン
バ
ー
七
人
で
津
南
へ
一
泊
旅

行
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
。
紅
葉
の
季

節
の
せ
い
か
ホ
テ
ル
は
満
員
で
し
た
。 

 

二
時
ホ
テ
ル
着
。
一
休
み
し
て
風
呂

に
入
り
、
夕
食
六
時
か
ら
、
山
の
ホ
テ

ル
に
し
て
は
山
海
の
珍
味
で
、
カ
ニ
は

食
べ
放
題
で
、
大
喜
び
で
大
満
足
で
し

た
。 

 

十
三
日
は
ホ
テ
ル
を
二
時
出
発
。
バ

ス
で
山
道
を
一
時
間
半
走
り
通
し
の
間
、

全
山
素
晴
ら
し
い
紅
葉
で
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
紅
葉
を

見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

 

帰
り
は
ト
イ
レ
休
憩
で
沢
山
の
お
土

産
を
買
い
、
区
役
所
前
六
時
到
着
。
無

事
帰
宅
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
紅
葉
は

本
当
に
す
ば
ら
し
く
、
皆
様
に
お
見
せ

し
た
い
と
心
か
思
い
ま
し
た
。 

★
参
加
者 

七
名1

 

市
原
澄
子 

葛
谷
豊
子 

秋
元
婦
み
子 

武
田
怜
子 

橋
本 

光 

松
島
久
米 

八
巻
祥
子 

七
名 

 
 

皆
様
へ
お
願
い
！ 

 

十
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
サ
ン
の
講
演
会
は
大
変
な

反
響
を
呼
ん
で
お
り
、
講
演
後
、
お
電

話
や
ら
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
直
接
お
話
し

し
た
方
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
か

ら
多
岐
に
わ
た
る
、
心
温
ま
る
お
励
ま

し
や
、
建
設
的
な
ご
意
見
、
ご
感
想
を

戴
き
ま
し
た
。
何
人
か
の
方
々
に
は
既

に
感
想
文
を
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
が
、 

次
号
に
は
、当
日
ご
参
加
の
皆
様
に
も
、

出
来
る
だ
け
多
く
感
想
文
を
書
い
て
い

た
だ
き
「
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
特
集
号
」

を
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

締
め
切
り
： 

 

十
二
月
八
日(
土) 

 

字
数
： 

 

二
百
字
以
内 

 

（
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
の
感
想
文

を
載
せ
る
た
め
で
す
。） 

  

送
り
方
： 

メ
ー
ル
又
は
手
書
き
の

原
稿
を
直
接
役
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
員
一
同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                     
 

   

                              

 
 
 
 

俳 

句           

中
村  

清 

    

銀
杏
が
五
つ
六
つ
や
寺
の
領 

初
雪
や
富
士
浮
き
立
た
す
一
日
か
な 

舟
下
り
波
の
し
ぶ
き
も
紅
葉
色 

ゴ
リ
ラ
岩
も
み
じ
が
散
れ
ば
す
ご
さ
増
す 

蕎
麦
好
き
の
父
に
供
え
る
そ
ば
団
子 

 

 
 

●
七
福
神
巡
り
中
止
の
お
知
ら
せ 

楽
し
み
に
し
て
い
た
方
々
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
諸
般
の
事
情 

に
よ
り
、
恒
例
の
七
福
神
巡
り
は
、
中
止
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
新
年
会
の
お
知
ら
せ 

新
年
会
一
月
三
十
日
（
水
）
椿
山
荘
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
メ
リ
ア
に
決
定 

時
間
：
十
二
時
～
三
時 

 

 
 

 

椿
山
荘
の
庭
園
内
に
も
小
さ
な
石
像
の
七
福
神
が
点
在
し
て
い
ま
す 

の
で
、
終
了
後
七
福
神
巡
り
も
自
由
に
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

是
非
ご
予
定
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
ひ
ろ
ば
・
昔
遊
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

予
告 

十
二
月
五
日 

(

水)  

中
村
西
小
学
校 

 
 
 
 
 

 

保
坂
、 

内
田
、 

小
坂 

青
木
、 

浜
、
菊
地 

 
 

十
二
月
七
日
（
金
） 

谷
原
小
学
校 

宮
田
、
菅
原
、
内
田
、
浜
、
小
坂
、 
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「
十
一
月
役
員
会
報
告
」 

 
（
五
日
・
出
席
者
）
ボ
ラ
セ
ン
三
階 

青
木
玲
子 

近
江
勇
吉 

秋
元
婦
み
子 

内
田
稚
代 

保
坂
武
雄 

菅
原
美
佐
子 

宮
田
頼
子 
中
村 

清 

山
口
得
代 

（
傍
聴
者
）
中
口
信
子 

内
田
ま
さ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

内
田
稚
代 

☆
健
生
会
パ
ネ
ル
完
成
。
保
管
場
所
は

豊
玉
保
健
相
談
所
へ
依
頼
。 

☆
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の
感
想 

 

鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
に
行
く
途
中

の
階
段
が
、
足
の
悪
い
方
に
は
相
当

重
荷
に
な
っ
た
よ
う
で
、
今
後
の
課

題
。
記
念
写
真
が
撮
影
で
き
な
か 

 

っ
た
の
は
残
念
。 

☆
健
生
会
案
内
を
コ
シ
ノ
さ
ん
の
講
演

会
に
配
る
。
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も

入
れ
る
。 

★
安
全
安
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
南
町
小 

 

学
校
、中
西
小
学
校
ひ
ろ
ば
手
伝
い
、 

 

「
昔
遊
び
」
十
二
月
五
日
（
水
） 

 

青
木 

内
田 

浜 

保
坂 

小
坂 

 

宮
田 

宮
田
ご
主
人 

★
十
一
月
二
十
九
日
大
江
戸
花
め
ぐ
り 

☆
十
一
月
二
十
三
日
（
文
化
の
日
）
練 

 

馬
文
化
セ
ン
タ
ー
、
小
ホ
ー
ル
に
て 

 

健
生
会
が
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表 

 

彰
を
受
け
る
。 

☆
澤
野
先
生
「
八
十
路
を
祝
う
」
の
招 

 

待
状
が
来
て
い
る
。
健
生
会
と
し
て 

花
束
を
用
意
す
る
。 

☆
ニ
ュ
ー
ス
編
集
会
議
の
必
要
性
あ
り
、 

 

ま
た
校
正
は
全
員
で
な
く
て
も
よ
い 

 

の
で
は
な
い
か
。 

☆
十
二
月
八
日
（
土
）
一
時
か
ら
四
時 

 

ま
で
団
体
交
流
会
（
ま
ち
つ
く
り
） 

 

区
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
（
出
席
者
確 

 

認
）
青
木 

内
田 

保
坂 

菅
原 

☆
一
月
の
七
福
神
め
ぐ
り
は
終
了
す
る 

 

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

新
年
会
の
椿
山
荘
の
庭
に
も
七
福
神 

 

が
あ
る
の
で
七
福
神
め
ぐ
り
も
可
能
。

新
年
会
を
充
実
さ
せ
た
い
。 

一
月
三
十
日
に
決
定
。 

★
今
後
の
行
事
予
定
の
確
認
と 

 
 
 
 
ニ
ュ
ー
ス
内
容
の
確
認 

★
十
一
月
の
ニ
ュ
ー
ス
作
業 

＊
割
付
・
校
正
十
一
月
二
十
七
日
（
火
） 

 

十
時
か
ら
十
二
時 
ボ
ラ
セ
ン 

＊
印
刷
・
発
送
十
一
月
三
十
日
（
金
） 

 

十
時
～
十
二
時
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

★
「
十
二
月
役
員
会
」
三
日
（
月
） 

 
 
 
 

十
時
か
ら
十
二
時
ボ
ラ
セ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

司
会
・
内
田 

 
 
 
 
 
 
 
 

文
責
・
山
口 

     

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
安
全
安
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

十
一
月 

小
竹
小
学
校 

中
村 

清 

岩
根
厚
子 

近
江
勇
吉 

安
全
安
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

十
一
月 

南
町
小
学
校 

 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

小
松
幸
子 

青
木
玲
子 

 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
割
付
／
校
正
】」 

 

（
十
月
二
十
六
日
・
練
馬
ボ
ラ
セ
ン
） 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

秋
元
婦
み
子 

近
江
勇
吉 

中
村 

清 

内
田
ま
さ
子 

小
坂 

茜 

宮
田
頼
子 

菅
原
美
佐
子 

山
口
得
代 

◆
「
ニ
ュ
ー
ス
【
印
刷
／
発
送
】」 

 

（
十
月
三
十
日
・
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

青
木
玲
子 

市
原
澄
子 

秋
元
婦
み
子 

石
毛
栄
子 

今
村
安
江 

菅
原
美
佐
子 

内
田
稚
代 

近
江
勇
吉 

中
村
千
代
古 

 

葛
谷
豊
子 

志
村
松
枝 

島
田
フ
サ
子

高
橋
保
孝 

高
山
節
子 

内
田
ま
さ
子 

中
村 

清 

橋
本 

光 

武
田
怜
子 

宮
田
頼
子 

 
◆
「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

十
一
月 

九
日
（
金
） 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
六
階 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
三
十
人
分 

鷺
池
聰
子 

篠
崎
玲
子 

清
水
マ
ツ
子 

市
原
澄
子 

大
久
保
晴
子 

  

◆
や
す
ら
ぎ
会 

十
一
月
二
日
（
金
） 

石
毛
栄
子 

市
原
澄
子 

秋
元
婦
み
子 

大
矢
芳
子 

葛
谷
豊
子 

内
田
ま
さ
子 

澤
田
政
子 

細
野
愛
子 

島
田
フ
サ
子 

志
村
松
枝 

武
田
怜
子 

西
勝
絹
子 

橋
本 

光 

安
岡
良
子 

柳
井
田
芳
子 

松
島
久
米 

八
巻
祥
子 

 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み 

ボ
ラ
」 

 
 

(

十
一
月
二
日
・
小
茂
根
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
松
幸
子 

高
村
直
子 

菅
原
美
佐
子 

鈴
木
敏
彦 

篠
崎
玲
子 

大
久
保
晴
子 

鷺
池
聰
子 

清
水
マ
ツ
子 

会
員
外
一
名 

 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 

（
十
一
月
十
六
日
・
小
茂
根
） 

 

小
松
幸
子 

高
村
直
子 

菅
原
美
佐
子 

篠
崎
玲
子 

鈴
木
敏
彦 

大
久
保
晴
子 

 

土
橋
昌
子 

鷺
池
聰
子 

秋
元
婦
み
子 

 
 ◆

や
す
ら
ぎ
会 

十
一
月
十
六
日
（
金
） 

市
原
澄
子 

大
矢
芳
子 

秋
元
婦
み
子 

葛
谷
豊
子 

志
村
松
枝 

内
田
ま
さ
子 

武
田
怜
子 

千
葉
ア
キ 

島
田
フ
サ
子 

橋
本 

光 

細
野
愛
子 

柳
井
田
芳
子 

松
島
久
米 

八
巻
祥
子 
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         ２０１２年 １２月 行 事 案 内    

▼ １日（土）１３：３０ 「自彊術」開進第二小学校 

▼ ３日（月）１０：００ 「役員会」ボランティアセンター ３階 

▼ ３日（月）１３：００ 「繭の会」豊玉リサイクルセンター 

▼ ５日（水）１３：３０ 「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ７日（金）１０：００ 「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター       

▼ ７日（金）１２：００ 「やすらぎ会」厚生文化会館 

▼ ８日（土）１３：００  地域交流会 役員出席 区役所地下 多目的ホール 

▼１０日（月）１０：００ 「「革細工の会」光が丘ボランティアコーナー 

▼１４日（金） ９：３０ 「きらら・生活支援昼食会」豊玉すこやかセンター６階 

▼１８日（火）１０：００ 「ニュース・校正」ボランティアセンター３階 

▼１９日（水）１３：３０ 「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼２０日（木）１４：００ 「なべさんの湧くわく講座」豊玉高齢者センター 

▼２０日（木）１６：３０ 「なべさんの湧くわく囲碁クラブ」豊玉すこやかセンター６階 

▼２０日（木）１２：００ 「クリスマスパーテイ」シェ松尾 青山サロン 案内は先月配布済み 

▼２１日（金）１０：００ 「健康連絡会」石神井保健相談所 

▼２１日（金）１０：００ 「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼２５日（火）１０：００ 「ニュース印刷：発送」生涯学習センター（第二教室） 

              ニュース発送後・発送手伝い者慰労会を予定。かごの屋 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 

事 

案 

内 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼
ま
ゆ
の
会
（
小
物
つ
く
り
） 

 
 
 
 

 

日
時 

十
二
月
三
日
（
月
）
午
後
一
時 

場
所 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー 

※ 

作
る
も
の 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の 

ス
ト
ラ
ッ
プ 

 
 

※ 

持
っ
て
来
る
物 

 

ペ
ン
チ 

 

▼
革
細
工
の
会
（
小
物
つ
く
り
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
時 

十
二
月
十
日
（
月
）
午
前
十
時 

場
所
光
が
丘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー 

※ 

作
る
も
の 

テ
ィ
シ
ュ
ケ
ー
ス 

※ 

持
っ
て
く
る
も
の 

い
つ
も
の
道
具 

  

 

毎
日
新
聞
に 

「
読
め
ま
す
か
」
の
週
間
漢
字
に 

次
の
よ
う
な
漢
字
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

① 

悪
口
雑
言 

② 

論
う 

③ 
喧
々
囂
々 

結
構
難
し
い
で
す
ね
！ 

 

答
え 

① 

あ
っ
こ
う
ぞ
ん
ご
ん 

② 

あ
げ
つ
ら
う 

③ 

け
ん
け
ん
ご
う
ご
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

編 

集 

後 

記 

編
集
後
記
は
い
つ
も
な
ら
、
総
て
の
記 

事
が
大
体
出
来
上
が
り
、
そ
の
租
原
稿
を 

見
て
か
ら
、
何
か
伝
え
忘
れ
た
こ
と
は
な 

い
か
と
思
い
な
が
ら
書
く
の
で
す
。
今
回 

は
十
一
月
二
十
日
の
健
生
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

記
念
講
演
会
の
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
の 

講
演
に
役
員
が
集
中
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー 

ス
記
事
の
ま
と
め
が
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
は
大
好
評
の
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

保
坂
副
会
長
は
じ
め
。
役
員
が
一
体
と 

な
っ
て
当
日
の
成
功
が
得
ら
れ
た
の
だ
と 

思
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
っ
て
沢
山
の
お
褒 

め
の
メ
ー
ル
や
電
話
を
戴
き
ま
し
た
。
健 

生
会
は
変
わ
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
。

健
生
会
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
た
。

温
か
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。
コ
シ
ノ
サ
ン
を 

見
直
し
た
。
あ
ん
な
に
お
話
の
仕
方
が
ソ 

フ
ト
で
分
か
り
や
す
い
と
は
思
わ
か
っ
た
。

和
さ
ん
の
歌
、
衣
装
と
も
素
晴
ら
し
い
。 

内
容
が
充
実
し
て
い
た
。
等
々
、
皆
様
か 

ら
の
率
直
な
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。 

上
西
夫
人
か
ら
も
、「
夫
の
話
が
あ
の
場 

所
で
聞
け
る
と
思
わ
な
か
っ
た
。
涙
が
出 

ま
し
た
。」
と
の
お
電
話
で
し
た
。
お
元
気
に 

な
ら
れ
て
、
少
し
ず
つ
で
も
外
出
が
増
え
る 

と
い
い
で
す
ね 
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